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測定模型の寸法は，アスペクト比 H/D = 0.25，0.5，1.0 の 3 種類とした。単体のケースに加えて，それ
ぞれの模型と同一形状のダミー模型を風圧測定模型周辺に配置し，連棟配置による風力分布の変化を把














































































































S/D = 1.0 705 706
S/D = 0.5 698 700
S/D = 0.25 690 691
S/D = 0.125 678 679
 
 
図 1 オープントップオイルタンク 図 2 風圧測定実験 図 3 風圧測定実験 
図 4 条件付き風圧係数分布 
(H/D=0.5, 配置 2-P, S/D=1.0, β = 90°) 
図 5 平均風力係数分布 
(H/D=0.5, 配置 2-P, β = 90°) 









































































ク値をとるときに発生していることが明らかになった(図 6)。図 7に無次元動的座屈荷重 λcr_dyを示す。それぞれ
幾何学的非線形解析における無次元静的座屈荷重 λcr_stで基準化している。座屈実験における λcr_dy/λcr_stの増大は，



















図 6 法線方向変位wと風力係数Cfの時刻歴 
(鋼製タンク，H/D=0.92) 





































図 8 曲げ剛性比と無次元座屈荷重の関係 図 9 風速と応力度のサイクル数および応力振幅の関係 
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